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ウィンザーにある Media Street Productions Inc. の
創業者兼社長。ウィンザー大学の理事長、ウィンザー・
エセックス地域商工会議所の会頭を務めたほか、その
奉仕活動が称えられ、YMCA Peace Medallion、Quee
n's Diamond Jubilee Medal を受勲し、カナダ人初の
ウェイン州立大学 Pecemaker of the Year Award を受
賞しました。また、法学の博士号（LL.D.）を有して
います。

女性初の会長に選出されるにあたり、ジョーンズ氏
はロータリーの「多様性、公平さ、インクルージョン
（DEI）に関する声明」の重要性を理解しています。「多
様性、公平さ、インクルージョンを最優先し、女性会
員や 40 歳未満の会員を増やすには、まずリーダー陣
がこれを実践し、そのメンバー構成に反映させていく
必要があります」とジョーンズ氏。「どちらの目標で
も 2 桁の成長を目指し、決してロータリーファミリー
全体を見失わないようにします」

ジョーンズ氏は 1997 年にロータリーに入会し、RI
副会長、理事、研修リーダー、委員会委員長、モデレー
ター、地区ガバナーを歴任しました。また、ロータリー
強化諮問グループ委員長を務め、ロータリーのブラン
ド活性化の取り組みでリーダー的役割を担いました。
現在は、ポリオ根絶活動のために 1 億 5000 万ドル
のファンドレイジングを目指す、「End Polio Now：歴
史をつくるカウントダウンキャンペーン委員会」の共
同委員長を務めています。2020 年には、新型コロナ
ウイルス対応のためのファンドレイジングを目的とし
た「# ロータリーによる対応」（#Rotary Respondes）
の テ レ ソ ン（Telethon） を 先 導。 こ の イ ベ ン ト は
65,000 人以上が視聴しました。

ジョーンズ氏は超我の奉仕賞、ロータリー財団功労

表彰状を受賞しているほか、夫のニック・クラヤシッ
チさんと共に、アーチ・クランフ・ソサエティ、ポー
ル・ハリス・ソサエティ、ロータリー財団遺贈友の会
の会員となっています。

2022-23 年度会長イニシアチブ
多様性は、ロータリーの長年にわたる中核的価値観

の一つであり、最大の強みです。ジョーンズ会長は、
ロータリーの文化が多様性、公平さ、インクルージョ
ン（DEI）を体現していくには、多くのことを行う必
要があると理解しています。DEI タスクフォースから
のフィードバックと指針の下、ロータリーは DEI へ
のコミットメントを強化し、ロータリーに関わる人た
ち全員の貢献を大切にし、公平さを助長し、人びとを
より温かく迎えるインクルーシブな文化を創り出すこ
とを目指しています。

2022-23 年度、ロータリーが人びとが温かく迎え
入れ、よりインクルーシブなコミュニティとなれるよ
う、私たち一人ひとりが以下を行うことをジョーンズ
会長は奨励しています。

ロータリーにおける DEI についてより良く理解する
（定義の理解、および互いの違いを尊重し、大切にす
ることを含む）。

DEI がなぜクラブや地域社会にとって大切なのか、
また、DEI の原則を取り入れることがいかにクラブの
成長と強化につながるかを理解する。

DEI に対する認識を高める（地域社会を反映した、
クラブの DEI 委員会の創設を含む）。

クラブや地域社会で DEI に基づいて行動を起こす
（例：DEI について知識を深め、より効果的な推進者
となれるよう、地域社会におけるさまざまなグループ
について知る）。

RI 会長テーマ・プロフィール

2022-23 年度ＲＩ会長

ジェニファー Ｅ . ジョーンズ
カナダ、オンタリオ州、ウィンザー・ローズランド RC

2022-23 年度　Ｒ Ｉ会長テーマ　IMAGINE ROTARY
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ガバナーメッセージ

ロータリーが創立されて 117 年を迎えます。その

間女性の入会が認められるまで、84 年の歳月を要し

ました。1950 年から 39 年間に亘る働きかけにより、

1989 年の規定審議会で女性ロータリアンが認められ

ました。それから 34 年、今年度初めて女性の RI 会

長が誕生しました。その記念すべき年度にガバナーを

務めさせていただくことになりました。

地区チームの皆さんのご協力をいただき、地区はも

とよりクラブや会員皆さんの発展と活躍に寄与して参

りたいと思いますので、1 年間よろしくお願いいたし

ます。

　ジェニファー・ジョーンズ RI 会長は、今年度の

テーマ

「イマジン  ロータリー」を発表されました。

世界にもたらせる変化を想像して大きな夢を描き、そ

の実現のためにロータリーの力とつながりを生かすよ

う呼びかけました。

また、ロータリーの未来を強化するという強い信念

から、DEI（多様性・公平さ・ インクルージョン）を

主要な優先事項とされ、会員の積極的な参加を促して

います。

今私たちを取り巻くロータリーの環境はどうでしょ

う。会員の減少や高齢化等によりクラブ活動が儘なら

なくなっていないでしょうか。形式的な行事を一部の

会員によって運営していないでしょうか。公平に多様

な会員の意見に耳を傾けることによって、会員がクラ

ブにおける存在意義を認識し、積極的に参加してくれ

るのだと思います。是非 DEI を取り入れ、クラブの

活性化をはかっていただきたいと思います。また、会

員基盤の強化には会員構成も重要です。望ましい会員

構成は、地域社会を反映していることだと言われま

す。ジェンダー比率、年齢構成、職業の比率等、地域

社会の縮図的なクラブが地域に受け入れられていくの

でしょう。国際ロータリーの会員数は、ここ 20 年近

く 120 万人前後で横ばいですが、その内訳は男性会

員の大幅な減少を女性会員が埋めるという形で維持し

ています。女性会員が入会していなければ会員数は激

減していたです。会員の減少に憂慮しているのであれ

ば、ジェンダー平等の取り組みを始めましょう。

未だ CIVID-19 は終息していませんが、世界では規

制の解除が広がっており、日本においても制限緩和が

進んでいます。もうコロナウイルスを言い訳に事業を

取りやめることはできない状況になりつつあります。

まずは如何にしたら実行できるかを念頭に入れ、細心

の注意を払い行動する必要があると思います。いつか

コロナウイルスが終息したときに、対策を講じ前向き

に行動してきたのか、それとも端から諦めて行動せず

にきたのかで、組織の姿も大きく変わることでしょ

う。これを踏まえ、今年度の地区行事は可能な限り、

対面形式で行いたいと思います。

　PETS 開催前に、クラブ会長エレクトよりそれぞ

れの目標をご提示いただきました。その目標が実現で

きるよう、地区チーム一丸となり、クラブの御用聞き

となって、皆さんと共に、情熱をもって行動し、感動

を共有する姿をイマジンしましょう。

国際ロータリー第 2530 地区
2022-23 年度ガバナー

佐　藤　正　道
（喜多方ＲＣ）

「情熱　行動　感動　共有」
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2022-23 年度　地区運営方針、地区活動目標・数値目標

「地区重点目標」
1. DEI を取り入れた会員増強拡大
DEI を取り入れることによってクラブ環境を整え、現
状を分析し、クラブの望む姿を描き、会員の積極的な
参加を促しましょう。

2. よりインパクトのある奉仕事業の実践
短絡的な奉仕活動でなく、持続可能な変化をもたらす
事業を進めましょう。地域のニーズを掘り起こし、調
査を入念にし、その効果を予測し、成果を測定するこ
とによって、インパクトのある奉仕事業が行えます。

3. 活動の情報発信
たとえ素晴らしい活動を行っていても、他の人に伝わ
らなければ、共感や協力を得ることができません。多
くの人に私たちの活動を広めましょう。

4. ネットワークの構築
ロータリーファミリーはもとより、私たちの想いに賛
同し活動する人々と交流しましょう。

5. ポリオ根絶
野生株のポリオの発症例がなくなって６年を経過しな
いと、根絶したことにはなりません。その間毎年世界
中の４億５千万人の子供たちにワクチンが投与されま
す。

会員増強拡大・DEI
画一的ではなく、クラブがイメージする望ましい会員
構成（地域社会を反映）を支援。
会員規模に応じた対応 SAKUJI 作戦の実施
DEI の理解を深めるとともに、革新的なクラブの設立
新会員へのサポート

公共イメージ・IT
クラブ活動の情報発信
情報発信のためのホームページ・SNS 等の活用
地区ホームページにてクラブの奉仕活動を集約し発信
クラブセントラルの入力を支援し、クラブがイメージ
する目標設定をサポート
オンライン会議のサポート

職業奉仕
しあわせの島（くに）ふくしま職業奉仕宣言の活用
DEI を取り入れウィズコロナに対応した、新しい時代
の職業奉仕のありかた

社会奉仕
クラブの奉仕活動の情報を収集する。
よりインパクトのある奉仕活動立案のための研修及び
支援
クラブの奉仕活動をサポート

国際奉仕
RI3350 地区（タイ・ミャンマー・カンボジア・ラオス・
ベトナム）との情報共有
国際奉仕支援地域の情報収集及び提供
オンツーメルボルンのサポート

青少年奉仕
インターアクト
　インターアクトクラブ活動の支援及び指導
　ロータリークラブ、ローターアクトクラブとの連携
　ロータリー賞挑戦のサポート

RYLA
　地区 RYLA の再検討と実施
　第 16 回全国 RYLA 研究会に向けての準備

青少年交換
　長期交換事業の実施及び短期交換事業の検討

ローターアクト
ローターアクターへロータリーについての研修
基盤強化のための活動
地区委員会を活用し、奉仕活動の実践
スポンサークラブとのグローバル補助金事業
活動資金調達のための計画立案
ロータリークラブ、インターアクトクラブとの連携
ロータリー賞挑戦のサポート

学友
IAC、RYLA、ROTEX、RAC、財団、米山学友の情報
収集及びネットワーク構築
学友の卓話者リスト作成

ロータリー財団
ポリオについての理解を深める
DDF の 20％をポリオプラス基金へ
クラブ事業へポリオプラス基金を関係づけし寄付を募
る

国際ロータリー第 2530 地区 2022-23 年度
「地区スローガン」
情熱　行動　感動　共有

情熱（熱い想い）をもって行動し、感動（成果）を共有（共に分かち合う）しよう

「地区方針」
国際ロータリー 2022-23 年度年次目標を達成するため、DEI を取り入れ、行動規範を遵守し、ロータリーの行動計画
を実践します。
やらされ感からやりがい感へ。会員とクラブが輝く地区づくり。
クラブが自主性を持って活動できるよう、クラブが主役の地区運営を目指します。
クラブの御用聞きとなってクラブを支援していきます。

「分野別目標」
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地区幹事抱負

月より毎日 1 度は MyRotary へログインする生活にか

わってしまったのです。

現在も、勉強の日々が続いております。14 か月後

には、「結構たいへんだったけれど何とか佐藤正道ガ

バナーのサポートが出来たかな。少しは地区のお役に

も立てたのかな」と話せる自分になっていれば良いな

と考えております。

今後は、石黒秀司地区研修リーダーはじめ多くのパ

ストガバナーの皆様のご指導を賜り地区運営に努めて

参ります。会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し

上げます。

地区幹事

佐　藤　日出夫
（喜多方ＲＣ）

地区補助金の活用についての指導及び支援
ファンドレイジング目標
　年次基金＄150/ 人
　ポリオプラス基金＄30/ 人
　ベネファクター各クラブ１名
　寄付ゼロクラブゼロ

米山記念奨学会
寄付目標
普通寄付 5,000 円 / 人
特別寄付 10,000 円 / 人
寄付ゼロクラブゼロ
奨学生の積極的な受入と親交
RI3350 地区との連携

RLI
RLI 研修への積極的な参加を促す
ディスカッションリーダーの育成及びスキルアップ
地区セミナーの支援

研修
地区委員会の指導及び支援
セミナーにディスカッションを取り入れる
CLP の支援

戦略計画
地区戦略計画の策定
クラブ戦略計画の支援

地区・クラブ規定
地区運営規定の見直し
クラブ定款・細則の見直し支援

ロータリーなんでも相談室
ロータリーよろず相談所
各委員会より相談委員を選出、会員やクラブからの問
い合わせに対応
相談案件のデータベース作成

「地区チーム運営方針」
・ガバナー補佐の積極的な関与 ( クラブのサポート )
・DEI の取り組み。( 各チームが DEI に基づき活動する。)
・ロータリーの行動規範を遵守する。
・地区は、クラブの御用聞きの姿勢で臨む。
・委員会を開催する。
　　進捗状況を把握する。
　　より多くのメンバーが参加できるよう配慮する。
　　開催日程をガバナー事務所又は地区事務所へ報告する。
　　委員会欠席者へのケアをする。
・担当委員会の内容を地区研修・協議会までに熟知しておく。
・セミナー開催時には、必ずグループ分けによるディスカッションを取り入れる。
・地区委員は極力 RLI を受講する。

今年度、地区幹事をさせていただく事になりました

喜多方ＲＣ所属の佐藤日出夫と申します。佐藤正道ガ

バナーがガバナーノミニーを引受ける際の男気に感銘

を受け地区幹事をお引受けしたと云う単純な男でござ

います。

それまでは、定款・細則、手続要覧、ロータリー章

典、MyRotary、は必要に迫られて必要最低眼なもの

だけを調べる程度でございました。それが、昨年 9
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2022-23 年度　地区組織図
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2022-23 年度　地区資金予算書

【収入の部】� （単位：円）
項　目 前年度予算 本年度予算 前年度比較 摘　要

地 区 賦 課 金 34,500,000 34,500,000 0 15,000 円×会員数　
地 区 大 会 賛 助 金 6,900,000 6,900,000 0 3,000 円×会員数　
青 少 年 奉 仕 助 成 金 2,300,000 2,300,000 0 1,000 円×会員数　
第2530地区災害特別基金 2,300,000 2,300,000 0 1,000 円×会員数　
地 区 Ｉ Ｔ 整 備 費 1,150,000 0 △ 1,150,000 （500 円×会員数）　
ガバナー活動費（ＲＩ配分予算） 1,536,600 1,947,295 410,695 ＲＩの指導により項目として計上
雑 収 入 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 2,000,000 4,000,000 2,000,000

総　計 50,686,600 51,947,295 1,260,695

【支出の部】 � （単位：円）
項　目 前年度予算 本年度予算 前年度比較 摘　要

（1）委員会活動資金 9,620,000 10,112,000 492,000
1 会員増強拡大・ＤＥＩ委員会 1,000,000 700,000 △ 300,000
委員会活動費 1,000,000 700,000 △ 300,000

2 公共イメージ ･ＩＴ委員会 650,000 997,000 347,000
委員会活動費 650,000 997,000 347,000

3 職業奉仕委員会 300,000 330,000 30,000
委員会活動費 300,000 330,000 30,000

4 社会 ･国際奉仕委員会 500,000 400,000 △ 100,000
社会奉仕委員会 200,000 150,000 △ 50,000
国際奉仕委員会 200,000 150,000 △ 50,000
その他活動費 100,000 100,000 0

5 青少年奉仕委員会 5,000,000 4,640,000 △ 360,000
（a）インターアクト委員会 1,000,000 1,000,000 0
（b）ローターアクト委員会 1,000,000 0 △ 1,000,000
（c）ＲＹＬＡ委員会（青少年指導者育成） 1,000,000 940,000 △ 60,000
（d）青少年交換 1,200,000 2,600,000 1,400,000 受入・派遣学生各 2名、受入ＲＣへの補助金を含む。
（e）その他の活動費 800,000 100,000 △ 700,000 ＲＩＪＹＥＭ年会費、ＹＰＬＩ保険料は地区外関係費へ移動

6 ローターアクト委員会 0 1,440,000 1,440,000
（a）RAC 活動補助費 0 240,000 240,000 3 万円× 8クラブ
（b）RAC 年次大会活動補助費 0 250,000 250,000
（c）全国ローターアクト研修会参加費補助 0 200,000 200,000
（d）その他の活動費 0 750,000 750,000 会長幹事会、地区協議会、地区内外活動費等

7学友委員会 300,000 50,000 △ 250,000
委員会活動費 300,000 50,000 △ 250,000

8 ロータリー財団委員会 350,000 300,000 △ 50,000
（a）補助金委員会 100,000 80,000 △ 20,000
（b）資金推進・ポリオ委員会 150,000 120,000 △ 30,000
（c）財団資金管理委員会 50,000 50,000 0
（d）その他の活動費 50,000 50,000 0

9 米山記念奨学会委員会 200,000 200,000 0
（a）米山記念奨学会推進委員会 50,000 50,000 0
（b）米山記念奨学会学友会委員会 50,000 50,000 0
（c）米山記念奨学会選考委員会 50,000 50,000 0
（d）その他の活動費 50,000 50,000 0

10 地区研修委員会 200,000 155,000 △ 45,000
委員会活動費 200,000 155,000 △ 45,000

11 危機管理委員会 100,000 100,000 0
委員会活動費 100,000 100,000 0

12 地区・クラブ規定委員会 120,000 100,000 △ 20,000
委員会活動費 120,000 100,000 △ 20,000

13 ＲＬＩ委員会 800,000 700,000 △ 100,000
委員会活動費 800,000 700,000 △ 100,000

14 その他の委員会活動資金 100,000 0 △ 100,000
委員会活動費 100,000 0 △ 100,000

収入金額� 51,947,295 円
支出金額� 51,947,295 円
差し引き金額� 0 円 2,300 人（会員数見込み）
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【支出の部】 （単位：円）
項　目 前年度予算 本年度予算 前年度比較 摘　要

（2）行事費 9,390,000 9,690,000 300,000
A 地区大会 6,900,000 6,900,000 0
B 行事補助等 2,490,000 2,790,000 300,000
（a）地区研修・協議会 500,000 500,000 0
（b）ＩＭ（分区補助） 640,000 640,000 0 8 万円× 8分区
（c）ガバナーエレクト歓送会 100,000 100,000 0
（d）会長エレクト研修セミナー 300,000 300,000 0
（e）事務担当者セミナー 250,000 250,000 0
（f）新会員セミナー（分区補助） 400,000 400,000 0 5 万円× 8分区
（g）地区チーム研修セミナー 300,000 300,000 0
（h）地区リーダー研修セミナー 0 300,000 300,000

2．地区運営費 25,396,600 24,637,295 △ 759,305
（1）事務所費 15,400,000 15,400,000 0

Ａ　ガバナー事務所費 10,000,000 14,400,000 4,400,000 ガバナー事務所、地区事務所
Ｂ　ガバナーエレクト事務所費 5,400,000 1,000,000 △ 4,400,000

（2）会議費 2,160,000 2,140,000 △ 20,000
Ａ　諮問委員会 300,000 300,000 0
Ｂ　ガバナー補佐会議 300,000 300,000 0
Ｃ　ガバナー補佐活動費 480,000 480,000 0
Ｄ　地区委員会総会 900,000 900,000 0
Ｅ　戦略計画委員会 50,000 50,000 0
Ｆ　ＲＩ規定検討委員会 50,000 10,000 △ 40,000
Ｇ　地区財団運営資金管理委員会 30,000 50,000 20,000
Ｈ　地区幹事等会議 50,000 50,000 0

（3）ガバナー月信費 3,600,000 3,600,000 0
（4）各委員会事務費 500,000 500,000 0
（5）ガバナー活動費 1,536,600 1,947,295 410,695
（6）その他の運営費 1,200,000 350,000 △ 850,000
（7）地区広報活動費 1,000,000 700,000 △ 300,000 新聞、ラジオ

3．地区外関係費 3,680,000 4,871,000 1,191,000
（1）分担金・募金・協力金等 1,380,000 1,771,000 391,000

Ａ　ガバナー会分担金 460,000 460,000 0 上期会員数Ｘ100 円 +下期会員数×100 円
Ｂ　ロータリー文庫分担金 690,000 460,000 △ 230,000 上期会員数Ｘ100 円 +下期会員数×100 円
Ｃ　米山梅吉記念館募金 230,000 230,000 0 上期会員数Ｘ100 円
Ｄ　ＲＩＪＹＭ維持協力金 0 460,000 460,000 会員数×200 円
Ｅ　ＹＰＬＩ保険料 0 161,000 161,000 会員数×70 円

（2）地区外会議費 1,000,000 1,800,000 800,000
Ａ　ロータリー研究会 900,000 1,700,000 800,000
（a）研究会出席補助 700,000 1,500,000 800,000 ロータリー研究会出席補助
（b）ガバナー・元・次期ガバナー懇親会補助 200,000 200,000 0
（c）クラブ活性化セミナー 0 100,000 100,000

Ｂ　ガバナー連絡会 100,000 100,000 0
（3）特別補助 1,300,000 1,300,000 0

Ａ　国際協議会出席 700,000 700,000 0
Ｂ　国際大会派遣 400,000 400,000 0
Ｃ　規定審議会出席 200,000 200,000 0 ３年間積立

（4）その他 0 0 0
4．地区災害特別基金 2,300,000 2,300,000 0 地区災害特別基金口座へ振替
5．予備費 300,000 337,000 37,000
6．次年度繰越金 0

総　計 50,686,600 51,947,295 1,260,695
各項目間の流用はガバナーに一任する
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ガバナー補佐方針

県北第一分区

箭　内　一　典
（福島中央ＲＣ）

本年度県北第一分区ガバナー補佐を務めることになりま
した箭内一典です。よろしくお願いします。

さて、佐藤正道ガバナーは地区目標の中で「やらされ感
からやりがい感へ。会員とクラブが輝く地区づくり。クラ
ブが自主性を持って活動できるよう、クラブが主役の地区
運営を目指します。クラブの御用聞きとなってクラブを支
援していきます。」と表明し、「情熱・行動・感動・共有」
を地区スローガンに掲げました。

私も佐藤正道ガバナーと県北第一分区７クラブとの「御
用聞きの使い走り」として１年間活動したいと思います。

また、特に下記の四つに心がけ努めたいと思います。

1 . 各クラブがそれぞれの現状を分析し、自主的に定めた
年度目標を達成できるよう、ガバナー及び地区委員会
と連携したサポート

2 . 地域ニーズがあり、インパクトのある持続可能な変化
をもたらす事業を、クラブが多くの会員の積極的参加
で進めるためのアドバイス

3 . 情報入手やｗｅｂ会議の参加に必須となっている、オ
ンラインツールの利用促進を図る。

4 . クラブ定款、細則の見直しとクラブセントラルへの目
標入力と利用促進を促す。

県北第二分区

網　代　智　明
（福島東ＲＣ）

佐藤正道ガバナーのもと県北第二分区ガバナー補佐
を務めることになりました福島東ロータリークラブの
網代智明です。どうぞ宜しくお願いします。

今回はコロナウイルス感染防止のために第 3 回目
のガバナー補佐予定者研修会、PETS、地区研修協議
会はオンラインでの開催となりました。やむを得ない
ことではありますが、リアルでのコミュニケーション
が大切であることを感じております。佐藤正道ガバ
ナーの地区スローガン「情熱」「行動」「感動」「共有」
の実現のために、今後コロナウイルス感染がどのよう
になっていくか見通せませんが、感染防止を徹底しな
がら直接のコミュニケーションを行ってまいりたいと
思います。ロータリー活動の原点がこのスローガンに
は込められております。私自身ロータリーについて学
びながら、ガバナー、地区委員会と分区内各クラブと
のパイプ役としてお役に立てるように努力してまいり
ます。皆様のご指導とご支援を宜しくお願い致します。

県南分区

郡　部　仁　喜
（須賀川ぼたんＲＣ）

前ロータリー年度は、コロナ過の影響を受けて、多
くのロータリー活動・諸会議・セミナー等が縮小また
はズーム会議での開催を余儀なくされました。ここに　
きて多少影響も薄らいできた様に思います。活動等も
大きく復活できることを願いたいものです。

今年度佐藤正道ガバナーが掲げる地区方針の中に、
年次目標を達成するため、　ＤＥＩを取り入れたロー
タリー行動計画を実践するとあります。そのために
も、分区内各ロータリークラブと地区の橋渡し役とな
れる様各クラブを訪問、連絡を行い、クラブの活動状
況の把握・課題の解決、または地区活動と地区セミナー
等への参加をお願いし、各クラブ運営の活性化へとつ
なげていきます。

地区スローガンの情熱・行動・感動・共有、この 4
つの言葉が佐藤正道ガバナーの思いのすべてだと思い
ます。私自身は、補佐としてこのことを胸にとめ 1
年間務めて参りたいと思いますので、分区内の皆様宜
しくお願いいたします。

中央分区

初　瀬　照　夫
（郡山ＲＣ）

会員の皆様方と親交を深めさせて頂きながら、
� 各クラブから「元気」を頂きます
ロ－タリ－は品格であるといわれます。

「謙虚」と「寛容」です。「寛容」とは様々な価値観
を受け入れる力、思い通りにいかないことに我慢する
耐力であると思います。「ロータリの目的」にありま
すように「奉仕の理念」とは「思いやり」や「優しさ」
であり職業を通してロ－タリアンが自ら身につけてゆ
くものです。ロータリ－のことは長くやっていればそ
のうち解るといわれています。例会を通じて切磋琢磨
し身につけてゆくものです。私はロ－タリ－はある意
味で「お米研ぎ」だと思っております。お米は私達で
あり、かき混ぜるのは私達の目標、模範、象徴である
会長です。また、クラブの先輩であり、クラブのル－
ルです。かき混ぜられながら、私たちは擦れ合ってき
れいな水になってゆきます。

ロータリ－を咀嚼して自分の言葉でロータリ－を語
れる人、皆が良くなって初めて自分が良くなる。自分
は後なんだという痛みが判る感性をお持ちの方、「奉
仕の理念」を理解し、世の中のためにその精神を広め
ようという強力な意志をお持ちの方。それが立派な、
真のロータリアンだと思いますが、いかがでしょう
か？今年 1 年間よろしくお願い申し上げます。
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会津分区

猪　股　純　一
（田島ＲＣ）

今年度、会津分区のガバナー補佐を拝命いたしまし
た田島ロータリークラブ所属の猪股純一です。会津分
区 10 クラブ会員の皆様、2530 地区の方々の協力を
得て精一杯努める所存です、よろしくお願い致します。

今年度の国際ロータリー会長ジェニファーＥ．
ジョーンズ氏はイマジンロータリーを掲げ、ロータ
リーにおけるＤＥＩをよく理解し、ロータリーが人々
を暖かく迎い入れ、よりインクルーシブなコミュニ
ティになる事を奨励しています。これを受けて佐藤正
道ガバナーは、地区スローガンとして「情熱」「行動」
「感動」「共有」を提唱され、その為に DEI を取り入れ、
行動規範を遵守し、ロータリーの行動計画を実践する
為にクラブの御用聞きとなってクラブを支援していこ
うとされております、私はその為にクラブとの橋渡し
に務め、また分区内のより一層の融和に寄与していく
所存です、よろしくお願いします。

相双分区

内　海　金　男
（原町中央ＲＣ）

本年度、ガバナー補佐を務めることになりました原町中
央ロータリークラブの内海金男と申します。

ローターリー歴９年とまだまだ、不理解です。この歴史
あるロータリークラブの、ガバナー補佐の大役を拝命致し
心痛の思いです。それでも与えられた事をチャンスと思
い、務めさせていただきます。

今年度の目標
2022-23 年度 RI テーマ　IMAGINE　ROTARY
（地区スローガン）情熱、行動、感動、共有、熱い思いを
持って行動し、成果を共に分かち合いましょう。

（地区方針）
１）やらされ感から、やりがい感へ　
２）会員とクラブが輝く地区作り。
３）クラブが自主性をもって活動できるよう、クラブが　
　　主役の地区運営を目指します。
４）クラブの御用聞きとなってクラブを支援します。

相双分区６クラブは長い歴史と伝統があり、特性があ
り、また同じ問題も抱えています。

これらを重んじ、会長幹事会、クラブ訪問を通してコミュ
ニケーションを取りながら目標達成に向けて頑張ります。

この一年間皆様のご協力がなければ達成できません。
松永雄一分区幹事共々この一年間、お世話になりますの

でよろしくお願い申し上げます。

いわき分区

山　名　二　郎
（いわき平東ＲＣ）

今年度、いわき分区ガバナー補佐の大役を拝命致し

ました。私自身、丁度人生の半分 37 年をロータリア

ンの一人として活動して来たこととなります。

今年度 RI 会長ジェニファーＥ . ジョーンズ氏の

「IMAGINE ROTARY」のテーマのもとに、RI 第 2530

地区 佐藤正道ガバナーがリーダシップを発揮される

ことに大いに期待し、その具現化の為に、いわき分区

も全員でバックアップできればなと考えております。

どうぞご理解、ご協力をお願い申し上げます。

世界・地域は幾多の問題を今抱えております。ロー

タリーのスピリットを糧に、一致団結して乗り越えて

行きたいとの思いです。

今年一年ご指導、ご協力を宜しくお願いいたします。

県中分区

杉　山　元　巳
（船引ＲＣ）

県中分区カバナー補佐を拝命しました、船引 RC の
杉山元巳です。

コロナウイルスが世界中で猛威を振るってから約三
年経過しました。

これまで経験をしたことの無い苦しい日々を過ごし
ている時、当然、ロータリー活動にも大きな変化を余
儀なくされています。

しかし、苦しい日々の生活の中でこれまで「出来な
い」「無理」とあきらめていたことが出来るようになっ
たことも沢山あります。

佐藤ガバナーは、「クラブが主役」地区は御用聞き
になるとの考えを示され地区スローガンは『情熱・行
動・感動・共有』となりました。

補佐はつなぎ役として、この目標達成に向かって、
地区とクラブの懸け橋になるように努力してまいりま
す。

皆様にはご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。
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地 区 研 修・ 協 議 会 は 今 年 も ５ 月 15 日（ 日 ） に
Zoom 開催となってしまいました。当初、佐藤正道ガ
バナーエレクトはリアル開催で計画を進めておりまし
た。折角喜多方へ来ていただくのであれば、是非喜多
方ラーメンを召し上がっていただきたい。どのように
すれば、皆様に喜んでいただけるおもてなしが出来る
か、いろいろと検討を重ねておりました。しかし、4
月 14 日に福島県で新型コロナウイルス対策本部委員
会議が開催され県内全域での県独自対策「感染症拡大
防止重点対策」が 5 月 15 日まで再延長することが決
定されました。

我々は４月 16 日（土）夜に緊急地区研修・協議会
実行委員会を開催致しました。佐藤正道ガバナーエレ
クトの希望はリアル開催だったのですが、ゴールデン
ウィーク後に感染者数が増えることが予想されるとの
意見が多く、実行委員会ではリモートによる開催への
変更が決定されました。しかし。この決断に至った一
番の理由は実行委員会で共有していたガイドラインに
よる事でした。佐藤正道ガバナーエレクトはクラブ会
長就任時にもガイドラインを作成し、クラブ例会の運
営を行って参りました。

個人の意見をまとめる事は難しいものです。
佐藤正道ガバナーエレクトの希望により地区・クラ

ブの運営の羅針盤となるガイドラインを皆様にお示し
する予定でございます。

さて、地区研修・協議会について述べさせていただ
きます。

9 時より会長会が開催されました。ガバナー、ガバ
ナーエレクトのあいさつに続き議案説明が行われまし
た。① 2021-22 年度地区大会決算② 2022-23 年度地
区賦課金（案）③ 2022-23 年度地区予算（案）が菅
原地区資金委員長、中野次期地区資金委員長より説明
されました。本来は当該会長会で各クラブ会長エレク
トの皆様にご承認をいただくものだったのですが、今
年は各クラブへのご案内が 4 月 27 日発送と遅れてし

まいましたので、5 月 31 日期限でクラブ投票をして
いただくことになりました。その後、2021-22 年度
中間決算報告と 2022-23 年度行事予定が報告されま
した。

10 時より全体会議が開催されました。各種ご挨拶
の後、佐藤正道ガバナーエレクトより「次期地区方針」
に関する説明と酒井善盛パストガバナーより「規定審
議会報告」が行われました。

昼休み休憩を挟んで 13 時より 10 の分科会が開催
されました。参加者が 500 名を越える Zoom 会議な
ので、混乱する事は想定内ではありましたが、地区公
共イメージ・ＩＴ委員会の方々のご協力によって開催
できたものと感謝しております。

2 時間の分科会終了後に全体会議へ移動し閉会セレ
モニーが開催されました。

参加された皆様のご意見を伺うと、未だ Zoom を経
験した方が多くはなかった事。例会場へ集合して参加
いただいた方々には、PC の台数が足りないやらハウ
リングの問題やらと改善すべき問題があることに気づ
かせていただきました。

2022-23 年度　地区研修・協議会報告

地区幹事

佐　藤　日出夫
（喜多方ＲＣ）
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「何故職業奉仕がロータリー（以下「R」という）の
金看板なのか」について、その実際上の根拠を考えてみ
る（理論上の根拠は、「R の目的」にある）。
１　職業奉仕の宿命性

職業人は、仕事を行う際、①いかに利益を上げるか
（採算性、利己）、②職業倫理上問題がないか（倫理性、
利他）という二点に配慮している。②を全く意識せず
に仕事を行うことは困難であろう。

ところで、職業奉仕の基本は、「職業倫理に則り、
利己と利他の調和を図って職業を営むこと」にある。
従って（上記②に配慮しているのだから）、職業人は、
職業を営む以上職業奉仕という問題に直面（意識）せ
ざるを得ない宿命にある。　

２　職業奉仕の日常性
職業人は、通常、休日を除いて毎日仕事に従事して

いる。前述したように、職業上の仕事を行うことは「職
業奉仕」に直面することであるから、職業人は、日常
的に「職業奉仕」という問題に向き合わざるを得ない
ことになる。

３　職業奉仕の根源性
私たちが生きる為には生活費を稼ぐ必要があり、「通

常」職業に就いて働かなければならない。職業に就い
て仕事をすることは、人が生きることを根底で支えて
いる。

また、人は、職業に時間とエネルギーの多くを費や
している。仕事を通して世の中に価値を生み出し、社
会に参加し、世の中と関わっている。

結局、職業に取り組む姿勢は、ほとんど人生を歩む
姿勢そのものといえよう。従って、職業奉仕は、正に
生き方の根源に関わる奉仕といえよう。

４　まとめ
このように、職業奉仕は、「全ての職業人が否応な

く日常的に直面する根源的な奉仕」という意味で他の
奉仕とは異なり、「R の金看板」というべきである。

ヒューストン国際大会に参加して

何故職業奉仕が
金看板なのか

本年度 佐藤正道ガバナーより、国際奉仕委員会がガ
バナーエレクトと共に次回の「国際大会 オン ･ ツー ･
メルボルン」に対応するとの方針が提示されました。一
度も国際大会への参加の経験がありませんでしたので、
下見として参加いたしました。

何度も国際大会参加の経験のある「喜多方 RC」の皆
様とご一緒させていただき、多くのことを学ぶことが出
来ました。特に、アメリカ入国に際し COVID-19 対応に
より PCR 検査で「陰性の証明」が必要で、出発の 1 日
前に羽田空港第 3 ターミナルで受けたこと。

日本への帰国に際しても、出国前７２時間以内での
PCR 検査で「陰性の証明」が必要で、国際大会会場 1
階で受診、My SOS（入国者健康居所確認アプリ）ソフ
トをインストールし、「陰性の証明」をアップし、承認

が必要なこと。
宿泊したヒルトンホテルでの Wi-Fi 状態が悪く、通信

が出来ないなど、大変な事態にも対応出きました。
「料理メニュー」や「購入レシート」を携帯アプリの

日本語翻訳が大活躍で、日本にいては知ることもなかっ
た機能の勉強にもなりました。

多くの国からの開催式参加は全く壮観でした。様子の
詳細は My ROTARY のサイトで「ヒューストン国際大
会」から観ることが出来ます。

次回の 2023.5.27 ～ 31. メルボルン国際大会の登録
もいたしました。

早川　敬介

ガバナーノミニー
社会・国際奉仕委員長

（郡山北ＲＣ）

福西　宜孝委員
（会津若松中央ＲＣ）

職業奉仕委員会
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2022年
7 月 8 月 9月

会員増強・新クラブ結成推進月間 基本的教育と識字率の向上月間

1 金 第1回ガバナー･元･次期ガバナー懇談会 1 月 〇福島西 1 木 〇二本松あだだら

2 土 2 火 〇郡山コスモス 2 金

3 日 前期地区委員会総会 3 水 〇郡山アーバン 3 土 米山奨学生研修旅行

4 月 4 木 〇郡山南 4 日 米山奨学生研修旅行

5 火 ○いわき小名浜 5 金 〇福島東 5 月 ガバナーエレクト研修セミナー

6 水 ○いわき勿来 6 土 米山カウンセラー研修会 6 火 〇南相馬　ガバナーエレクト研修セミナー

7 木 ○いわき平 7 日 7 水 〇川俣　　DTS

8 金 ○いわき平中央 8 月 〇福島しんたつ 8 木 〇原町

9 土 9 火 〇福島北 9 金

10 日 米山奨学生　卓話研修会 10 水 〇二本松 10 土

11 月 ○いわき常磐 11 木 山の日 11 日

12 火 〇いわき内郷 12 金 12 月

13 水 〇いわき平東　○いわき四倉　 13 土 13 火 〇滝根

14 木 14 日 14 水 〇富岡

15 金 15 月 15 木 〇浪江

16 土 16 火 16 金

17 日 公共イメージ・IT 委員会セミナー 17 水 〇福島南 17 土 社会・国際奉仕委員会セミナー

18 月 研修委員会セミナー　海の日 18 木 〇福島 18 日

19 火 〇郡山東 19 金 19 月 敬老の日

20 水 〇郡山西　〇郡山西 RAC 20 土 20 火

21 木 〇いわき桜 21 日 クラブ米山委員長セミナー 21 水 〇原町中央

22 金 22 月 22 木 〇三春

23 土 会津若松 RC70 周年記念式典 23 火 〇梁川 23 金 秋分の日

24 日 24 水 〇福島中央　〇福島中央 RAC 24 土

25 月 〇郡山北　〇福島グローバル（夜） 25 木 〇飯坂　〇福島 21（夜） 25 日 第 2回スポGOMI大会inふくしま

26 火 〇郡山安積 26 金 26 月 〇須賀川

27 水 〇郡山西北 27 土 地区青少年奉仕セミナー 27 火 〇白河　〇しらかわ RAC

28 木 〇郡山 28 日 ＲＬＩ第 5期パ－トⅠ 28 水 〇本宮

29 金 29 月 29 木 〇石川

30 土 米山奨学生体験発表会 30 火 〇相馬 30 金

31 日 ロータリー財団委員会セミナー 31 水 〇保原

地区関係行事予定（2022）
〇印はガバナー公式訪問
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2022年
10 月 11 月 12 月

社会の経済発展月間／米山月間 ロータリー財団月間 疾病予防と治療月間

1 土 1 火 1 木

2 日 2 水 〇会津若松 2 金

3 月 〇会津若松南　〇会津若松南 RAC 3 木 文化の日 3 土 ロータリー財団委員会補助金管理セミナー

4 火 〇東白川 4 金 4 日

5 水 〇常葉　〇小野（夜） 5 土 5 月

6 木 〇会津若松西 6 日 米山奨学生面接官オリエンテーション 6 火

7 金 7 月 7 水

8 土 8 火 8 木

9 日 ＲＬＩ第 5期パ－トⅡ 9 水 〇喜多方中央 9 金

10 月 スポーツの日 10 木 10 土

11 火 〇田島 11 金 11 日 米山奨学生選考試験

12 水 〇矢吹　〇白河南 12 土 地区大会 1日目ＲＩ会長代理晩餐会 12 月

13 木 〇猪苗代　〇会津若松中央（夜） 13 日 地区大会 2日目 13 火

14 金 14 月 14 水

15 土 15 火 〇喜多方　〇喜多方 RAC�公式訪問最終日 15 木

16 日 16 水 16 金

17 月 17 木 17 土 次期ガバナー補佐予定者研修②

18 火 〇会津若松城南 18 金 18 日 ＲＬＩ第 5期パ－トⅢ

19 水 〇船引 19 土 第 51 回ロータリー研究会 19 月

20 木 〇会津坂下 20 日 第 51 回ロータリー研究会　 20 火

21 金 21 月 第 51 回ロータリー研究会　 21 水

22 土 22 火 第 51 回ロータリー研究会　 22 木

23 日 23 水 勤労感謝の日 23 金

24 月 24 木 24 土

25 火 25 金 25 日

26 水 〇須賀川ぼたん 26 土 次期ガバナー補佐予定者研修① 26 月

27 木 〇白河西（夜） 27 日 27 火

28 金 28 月 28 水

29 土 職業奉仕委員会セミナー 29 火 29 木

30 日 地区大会記念ゴルフコンペ 30 水 30 金

31 月 31 土
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国際ロータリー第 2530 地区国際ロータリー第 2530 地区
2022 － 23 年度2022 － 23 年度

地区大会のご案内地区大会のご案内
１日目 ２０２２年１１月１２日（土）１日目 ２０２２年１１月１２日（土）

　　会場：�会津若松市 会津若松ワシントンホテル　　会場：�会津若松市 会津若松ワシントンホテル

� 会長・幹事会� 会長・幹事会
�� 地区指導者育成セミナー地区指導者育成セミナー
� ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会� ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

２日目 ２０２２年１１月１３日（日）２日目 ２０２２年１１月１３日（日）

　　会場：�喜多方市 喜多方プラザ文化センター　　会場：�喜多方市 喜多方プラザ文化センター

� 本会議� 本会議
�� 青少年関連プログラム青少年関連プログラム
� 会員懇親会� 会員懇親会

2022-23年度 月信委員会
委 員 長　五十嵐健展（喜多方 RC）
副委員長　小熊　幸司（喜多方 RC）
委 員　密井　康一（喜多方 RC）
委 員　丹治　正博（福　島 RC）

本年度より、この
メンバーで月信委
員会を務めさせて
いただきます。一
年という短い期間
ではありますがよ
ろしくお願い致し
ます。

今月の表紙紹介
　雄国沼周辺に広がる湿原には、
高山植物が群生しており、国の
天然記念物にも指定されており
ます。沼周辺には散策用の木道
が完備され、木道を歩きながら
約280種類にも及ぶ高山植物を
満喫出来ます。例年ニッコウキ
スゲの見頃は６月下旬から７月
上旬です。

  

委員長
五十嵐健展

副委員長
小熊　幸司

委　員
密井　康一

委　員
丹治　正博

写真提供：
（一社）喜多方観光物産協会


